
主軸

輔o.23 (1 (12月号〕
哩主主主12131担ご竺竺]り界竺空市役所発行/編集@企商都広報課/華J〈事51y思it義
毎 B15日/58，000韮!l/会減議記布(1昔話1iP:J)/昭和31&1'10沼 3B龍三種郵鐙輯認可郵檀冨曙254

を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。
病
院
で
は
、

今

H
二
十
}
日
溶
成
式
、
二
十
四
日
か
ら

引
っ
越
し
、
ご
十
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま

す

。

ハ

関

連

記

事

六

窃

〉

新
し
い
市
民
時
間
続
が
完
成
し
ま
し
た
。

濠
新
潟
の
医
療
設
備
を
も
っ
た
、
平
塚
の

誇
る
近
代
的
総
合
病
院
で
、
昭
和
四
十
三

年
度
か
ら
三
カ
年
の
年
間
却
を
か
け
て
複
設
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第
一
部
の
昨
業
開
時
祭
実
は
、
西
一
一
{
優
良
車
部
勤
瞬
従
輯
箆
画
監
}

千
一
エ
全
議
所
加
名
事
業
所
の
永
年
齢
炉
端
従
一
一
揖
苧
の
部

重
構
掃
中
訳
書
式
典
、
午
…
童
〈
一
一
一
百
八
十
九
る
の
雲
氏
は
一
マ
永
年
勤
続
三
十
年
以
上
山
崎
乙

一
じ
ま
り
、
農
業
、
間
活
会
の
喪
彰
迄
統
一

、
こ
o

売
民
(
目
出
)
古
何
特
殊
金
属
工
業

L

r

F

株
)

マ
二
十
五
年
以
上
高
橋
孝
氏
(
伍
)

(
有
)
高
橋
裂
が
所

マ
二
十
年
以
上
よ
出
抗
告
議
朗
民
(
向
山
)

高
砂
寄
封
刷
工
業
(
株
)
平
塗
工
場
国

か
二
十
三
民

マ
十
五
年
以
上
や
ヂ
邦
統
民
(
時
〕

日
産
車
体
工
高
欄
(
株
)

氏

曲一一向..  

-戸..  

命日山_..

世
た
、
勤
労
協
謝
の
日
に
ふ
さ
ね
レ

協
の
役
員
と
い
文
芸
、
詰
川

沿
岸
土
地
頃
良
一
出
品
円
理
事
就
任
な
ど

創
設
臼
均
一
区
指
弱
者
と
し
て
農
業
の
訟

興
に
ほ
昔
い
さ
れ
、
特
に
土
働
基
盤

の
護
婦
に
つ
い
て
は
経
営
形
閣
の
興

泊

mh料
間
関
係
ド
ラ
ム
カ
Y
の
洗

浄
、
成
製
食
品
と
す
る
こ
の
企
業
は

工
場
の
拡
穴
と
と
も
に
前
浄
工
程
か

ら
排
出
す
苧
脳
波
公
害
宏
嫌
い
、
防

止
対
揮
を
常
に
検
討
し
、
由
Hμ

札限出緩

の
処
理
に
有
力
と
お
も
わ
れ
る
富
士

よ
く
と
り
ま
と
め
ι

難
問
地
の
解
決
に
一
化
水
了
五
五
(
株
)
に
陣
繭
処
四
時
研
究

尽
力
し
、
民
訴
・
間
体
信
園
小
規
模
一
在
仏
絹
し
て
い
た
。
本
年
の
六
月
に

土
地
改
良
事
丈
な
ど
伝
年
計
間
的
に
一
生
産
に
は
全
と
償
却
り
な
い
深
水
処

一
改
良
事
誌
を
刊
刊
誌
強
行
し
て
捜
部
地
一
理
装
容
認
抽
一
極
的
民
行
な
い
、
ほ
と

L

「
民
百
八
十
か
の
接
、
地
を
、
今
日
の
生
一
ん
ど
問
題
な
い
工
湯
と
し
て
改
需
品
一

一
孫
自
の
高
い
耕
地
と
す
る
ζ
と
が
で
一
成
し
「
仔
た
も
の
。

ζ
れ
は
的
の
路

一
き
た
。
己
れ
は
民
の
襲
な
指
導
力
一
液
排
出
工
場
の
轄
と
き
お
だ
。

一
と
譲
先
瑳
範
す
る
議
副
究
会
に
加
え
て
一
門
膏
A
Y
事
生
活
作
女
〕
マ
優
秀
・
細
川

一
向
熟
し
た
人
格
と
議
兇
に
よ
る
と
こ
一
区
付
民
(
幻
)

J
仙
の
罫
力
し
て
い

一
ろ
か
大
で
、
そ
の
功
踊
は
き
わ
め
て
一
る
こ
と
N

、
青
木
篭
義
江
一
さ
ん
(
泣
)

一

多

い

。

一

万

あ

る

ス

ポ

ー

ツ

活

日

間

の

中

で

M
H

一
宙
開
企
功
労
者
}
マ
鈴
木
諮
問
尚
一
[
青
少
牢
霊
稿
文
}
マ
襲
・
八
回

き

た

。

ェ

一

(

新

科

会

、

マ

ポ

油

製

茂

(

幸

一

地

(

干

支

(

お

)

主

婦

、

高

議

日
仏
ま
ん
え
ん
し
た
と
き
も
偲
鹿
出
日
現
一
九
日
)
、
大
川
河
田
吉
氏
(
中
政
両
信
一
さ
ん
(
幻
)
れ
れ
打
開

N
y
h
ず
で
あ
っ
た
た
め
災
青
白
か
ら
免
一
会
中
丸
員
夫
民
(
新
日
引
き
、
竹
郎
一
室
少
年
昌
運
雲
間
}
マ
特
字
型

が
れ
、
半
初
八
円
見
の
範
と
な
ワ
た
o

一
義
加
氏
(
見
附
会
)
以
ヒ
寺
江
氏
は
↑
滋
之
君
(
金
円
川
小
f
b
年
)
、
山
口
エ

ま
た
、
害
地
宇
一
一
祝
祭
、
平
筏
独
自
の
一
時
防
会
問
[
聞
と
し
て
市
政
に
協
力
さ
一
枝
子
ざ
ん
(
大
野
ふ

γJ昨
」
円
γ
機管

鶏
量
乾
臨
機
軒
町
畳
半
}
開
発
し
て
関
係
一
れ
か
っ
、
関
山
出
会
の
振
興
と
産
来
の
一

e

出
問
手
煎
君
(
土
属
小
6
白
)
、

機
関
よ
り
賓
辞
を
わ
て
ら
れ
た
。
一
発
艇
の
功
縞
が
あ
っ
た
人
格
・
誠
亮
一
樹
苛
美
育
拍
車
さ
ん
(
神
田
小
3
年
)

加
藤
千
民
〈
切
)
民
品
、
販
制
一
一
二
と
一
も
に
優
れ
た
人
で
あ
る
。
一
相
伝
知
子
さ
ん
(
去
作
中
3
年
)
、

十
一
一
一
年
初
模
川
西
部
土
地
宣
言
一
翠
襲
公
欝
防
止
様
車
工
場
}
-
V東
一
磯
崎
摂
津

gdん
(
江
M

胸中
2
年〕

翠
に
選
任
さ
れ
て
以
来
、
製
警
告
訟
を
四
量
一

O
一
喜
一

φ檎廓・井上療子小炉、ひ古子
諦永三三千枝躍a利子
φ消費生活栂談
寅鞠栂談、器官指紋、
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要
と
思
わ
れ
る
事
業
所
な
ど
に
は
な
も
の
口
事
業
用
の
時
築
物
、
槽

+
一
一
月
二
十
臼
ど
ろ
に
豊
百
聞
出
掛
曲
目
及
び
装
置
、
船
舶
、
車
向
及
び

用
紙
r尋
坊
付
す
る
一
の
で
、
お
手
数
運
搬
具
、
ヱ
具
、
器
具
購
品
な
ど

で
も
4

月
二
十
自
ご
ろ
ま
で
に
提
〈
た
だ
し
阜
市
内
に
つ
い
て
は
自
続

出
し
て
く
だ
さ
い
。
車
税
の
譲
税
さ
れ
て
い
る
車
は
除

な
布
、
新
た
に
事
業
を
は
り
め
く
)
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川
年
の
塁
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
正
月
の
震
に
お
わ
れ
て
札
し
い
管
が
続
く
。
そ
の
お
ま
奇
ね
ら
っ
山

川
で
ζ
の
季
節
特
有
の
犯
罪
が
多
発
す
る
。
晴
世
間
散
で
は
、
す
で
に
十
二
月
一
日
か
ら
一
月
託
白
ま
で
咋
末
年
拍
の
川

川
特
腕
務
戒
に
は
い
り
、
市
民
の
身
辺
長
守
る
た
め
の
厳
戒
綴
勢
を
と
る
。
抑
留
察
で
は
、
市
内
の
全
家
院
か
、
細
川

制
心
の
注
涯
を
怠
ち
な
い
よ
う
時
び
か
け
て
い
る

o

m

め
の
被
害
。
ち
ょ

き
、
夜
や
す
む
と
斉
号
、
つ
い
戸
締
ま
り

が
宮
そ
か
に
な
る
た
め
だ
。

昨
祭
典
下
で
は
、

ζ
の
一
ー
か
汚
簡
に

一
千
九
+
九
件
の
あ
き
す
と
、
一
一
言
六

十
件
の
し
の
び
C
み
ど
ろ
ぽ
う
に
よ
る

披
露
部
発
生
し
た
。

そ
こ
で
、
外
出
す
る
と
き
は
2

マ
戸
締
京
空
せ
忘
れ
な
い
ζ
と
。
宇
裂

な
出
入
口
は
主
髄
の
ほ
か
に
も
う
一
つ

輯俳句 「冬の山」山眠る「寒主主」選者d伝奇踊宝民

覇綾歌...r尋の雑誌ぐj選者中才J-ii高官ヨ郎民
盟JI惚ID""f'宰r刊現」選考寺回秀月B'l
。応募 46年 1月15日までに平嫁市浅鶴町 9のl平塚

市教育委員会社会教育課へ

各種目ごとに宮製はがきに摺書で記載。

俳句は1人各煩1句、都歌は1人 2替以

内、 1I1椀は1人 3旬以内。

<>資格 市内在住、夜勤、夜学者で雅号の揚告は本名

吾脅さ1添える。 2月広報紙花発表。

融
市
小
額
融
持
接
点
一
時
開
静
止
時
視
の
大
上
ヲ
一
一
F
Z

瑞
Z
Y拘
Z
は
横
裂
、
土
壇
串
古
抱
立
押
し
出
す



秋
醐
咽
れ
円
山
事
広
れ
た
出
島
市
ま
つ
り
は
、
一
刑
判
が
で
き
、
予
約
す
る
の
に
一
時
間
も
特
つ
よ
F

ソ

+
一
月
二
十
二
日
か
ら
一
一
一
日
聞
に
わ
た
り
行
な
わ
一
晶
状
態
で
え
虫
な
人
気
だ
っ
た
。
一
万

ι一
打
点
え

れ
軒
許
の
う
ち
に
帯
長
閉
じ
た
。
み
つ
け
山
、
農
一
雨
で
は
、
春
日
神
社
己
ど
市
内
十
一
一
一
ヵ
同
の
子
と

産
駒
品
評
会
、
植
木
市
、
金
裁
笈
肝
家
に
よ
る
盆
一
も
λ
ζ
し
が
葬
加
し
て
、
小
中
P
J
訟
の
山
気
心

掛
療
な
ど
が
人
気
を
再
び
、
鐙
崖
出
品
物
の
予
約
一
か
け
声
で
信
嵐
山
中
一
ね
り
捗
き
、
原
液
ま
勺
の
を
一

販
売
帯
立
刊
で
は
、
市
都
よ
む
安
い
た
め
か
一
長
聞
の
↑
段
占
盛
一
り
あ
げ
た
。

掘と書.1 ~ 1 
観申込.12月23誌
へ(31)
額コ田ス a市内一濁量買伝と詞じ

/毎認新潟

慣と意.1 ~蕗〔罷)
@参加$t;込みは12月23

お(水)までに体育課へ
阻コ叩ス・ 5察機31.1km
議1l2!市役所一被路公民重量
第2区神磁公祭銭一製鋼本線
第31it畿臨本郷一会J:n革街̂ ロ
第ヰ区金銅英語λロ-'-'l1災犠
著書吾寝中沢橋一銭1)宅学鏡



マ
ロ
月
♂
箆
〈
月
〉
よ
件
現
診
按
は

午
後
一
時
か
ら
/
己
れ
は
当
日
、

新
病
院
の
落
成
式
の
た
め

マ
ロ
男
MA1mm臼
・
間
開
時
体
診
/
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1-' 27臼てがく)1日立耳之宮公民館
t- 288 (木〉窓士見公民館
2月 1臼〈月〉花水晶童宮
タ 4日〈木〉花;，fく公演館
l' 5 B (金〉須賀公民館
t- 8日C!'l)真土公民館
?" 12臼〈金〉八幡公民館
? 15日〈汚〉中居むj学校
t- 188 (木〉松原公民館
ク 19日〈金〉丸町f台歪む草場

〈潤診察〉

f窃診家主主すべての予防注射に必要
です。すでに小学根入学脅iの拍子さ

んのいる全家庭にくばられている。

記入もれのないよう、よく読んで予

防掻種の去場へ。

とくに、その呂町体温吾必ずはか

。てきてくださ"0もレ、問診察jJ)

@予防揖罫謹吾受け告ときは ・・・

岱卵のアレノレギでの人は受けられ

ません。

@成人で予防接種の希望者は当日

体混在記入してもらうので、事

前tζ築壊で検湿してきてほしい
⑮予防援護の受け付け時間は " 

予訪接種の受り付け時間はとF後 1
時30分から午後2時5C分までにな
っている。必ず、時間までに者て
:ましし、。

@予眠語葺穣事故者{玄4今月中に1冒出を
すでtζ、予防接種泊事故で、
にかかったり、そのため控却

なったり、死亡したりした人には

緊急の措置として、給付されるζ

とになった。 ζ れらの人は、必

ず、 12月中に衛生諌へ連絡してく
アιきし、。

通ンヲ

しするo

l 今白の部事は E
2 はな，，~がでる
3 せきがでる
4 下痢をしている[18
5 今、混震がある
6 ひきつけをおこしたととがある
7 品質のことで也前に年啓された
こみがある

8 濁病気で医師にかかっている
9 段近1か月以内にうけた予防接
額は〈種討宣・ノト児マヒ生ヲクチ

ン・ BCG.はしか・ 3種混合
日本脳炎・インフノレエンザ〉

10 入学前のお子きんで以前に種奴
ジフテYヤをうけtcことがある
11 1か月以内[ζはしか〈ましん2
Iこヵ、ヵ、つア乙

12 どこも異常がえ二円

内
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ら
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ま
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時
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八
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住
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品
市
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五
千
一

円
か
ら
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海
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十
二
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五
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円
ま

で
/
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一

車鑓鶴寵融腹準語轍5議離櫨溜態郵露顕腫婆遭遇識語態漉密輯翠遡

王}]

回E

度

輔時間・午後1時3C分から午後3時
盟接種臼

1月 6臼(*)金自公民館土沢授
協

ク 118 (月〉豊臣1ノj叫学校岡崎公
箆重富

? 128 (火2金日公民貧富 南原公
民館

ク 168 (土〉横戸H問地集会場
タ 198 (火〉神田公民貧富
?" 20日 C水〉旭公民館
タ 25臼正月)1日四之宮主ミ主館
?" 26日 E火〉富士見公民館
?" 30日 C土〉花水会館
2月 2日 C火〉花水公民館
タ 3日。〉須際公民館
ヂ 6臼 C土〉真二t公長波宮
? 106ιz，''() ii叫草委公民総
ク 13日〈土〉中麗刻、学校
Iy 16日正チく〉
Iy 17日 (オく〉
覇判定日

1月 B臼 C金〉金自公民舘ゴニ沢1受
協

タ 13日〈泣く〉最沼小学校関塙公

民館

ク 148 (木〉金田公民館南原公
民館

l' 18日 E丹〉横内団地集会場
グ

石黒俊美ちゃん
いしぐるとしみ

合住沃土産，582番地掛寿童紹勤務の
石黒勝美さん (30)と;萎範子さんて28)
の二男・生後日 1/¥月・身長.72""?l.品重9
キロ・空気j);抜群に澄んだ見屑し最高のわ

が家lこ育つ段壊後良沼の俊美ちゃん、し
ゃんしゃんがi手で自動車lζ乗せτもら
うのが大好きだo ポクO)~，ζ写っている
のはおにいちゃん。 Jむ町立福島県、可可

は地元出身。

広報紙こ掲草する〈赤ちゃん〉今月は

応募59人のかか。11月24日広報謙二長が
指せん、俊夫ちゃんと決まった。

盟問象第1甥・醍車問4伊事2月28臼
家宅に生まれた宋接種由子。 ζの

苧Iま猿草豊百!こ満2惑をこえない赤
事咽んマす。 ζ の曜会吾のがさず

1;:受けて〈ださい。
第2滋・来審入学予定の子

弦骨号制5年 3H1白色L降に生まれた
人I~第 1 期種授のIiIlj門戸階を軽くす
あため、来春接種を期待し、今回

的対象壱限定しましたのでと了承

<tedl、o (来春l)スタ」株及び
稀釈ヲクチン製造を見込む〉

輯時間・各企場とも13苛30分'---"'15時! 
盟巡回釘程 f接種目〉

12月14臼 !日四之宮公民館横内国
地集会j君

.，. 158 見山台武道丹花水公民

ミノタ

留湯黒

八ツ切り3枚1組合紙イ寸き 2，00む円

?' 銃二段1主文台紙イすき 3∞円

冒轟1Jラー

八ツ切り2枚 1組合紙付き 3，8∞円

4ク 焼増1校合紋付き 1. 500円

金要塞料写



と
と
し
も
床
下
を
消
脅

し
て
も
る
っ
た
が
、
昨
年

ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た
意
向
抽
選
は

市
の
方
針
で
こ
と
し
か
ら
実
施
し
な

い
と
い
う
。
き
く
と
、
袋
内
情
曹
は

新
築
家
庭
に
い
や
が
ら
れ
る
か
ら
と

い
う
。理丙
潤
醤
の
精
翠
告
は
芸
能
季
、

新
聾
家
庭
で
数
選
寄
ら
れ
る
な
る
、
希

望
者
を
つ
の
り
、
ぜ
ひ
、
今
後
も
続

貯
て
ほ
し
い
門
金
田
一
一
窓
静
綾
鼠
}

日
マ
パ
.
一
一
般
家
庭
の
薬
郡

司
書
}
山
散
布
は
地
灰
鼠
離
の

い
っ
せ
い
叡
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輯
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し
て
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し
か
し
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内
散
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タ
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薪
品
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し
て
も
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た
く
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神
ゑ

施
し
て
い
ま
す
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駆
除
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効
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が
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す
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で
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~
お
願
い
す
る
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を
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を
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を
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受
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。
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た
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す
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と
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っ
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。
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す
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務
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持
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六
花
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思
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つ
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ま
で
は
自
分
ひ
と
り
の
綴
暖
紙
読
鎖
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る
て
あ
げ
ま
い

お
か
あ
さ
ん
、
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で
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う
。
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っ
て
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た
お
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さ
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た
お
か
あ
さ
ん
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サ
ど
も
が

た
の
に
、
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チ
ャ
ジ
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と
E
れ
て
央
散
し
て
U

も
し
か
ら
な
い
躍
度
が

し
ま
っ
た
よ
う
で
、
き
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し
く
て
必
嬰
で
し
ょ
う
。

し
よ
う
か
な
い
の
で
す
向
と
か
前
一
般
的
に
オ
点
U
去
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対
レ

の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
で
は
、
タ
手
伝
水
分
を
制
限

た
い
、
自
分
に
注
尽
し
て
も
ら
い
し
た
り
、
子
ど
も
が
夜
尿
ず
る
大

た
い
と
い
う
略
構
か
酷
い
て
、
才
体
の
時
閣
を
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定
め
て
、
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想
さ

点
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川
会
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ま
う
の
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れ
る
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箭
花
子
ど
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す

お
か
あ
さ
ん
は
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に
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つ
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型
。
せ
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か
ら
ト
イ
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の
に
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で
し
ょ
u"
と
つ
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連
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て
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う
に
す
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の
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っ
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ま
う
。
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よ
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わ
れ
て
い
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が
、

お
か
あ
さ
ん
が
怒
れ
ば
怒
る
程
己
の
よ
う
な
万
治
も
と
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に
と
り

子
ど
も
は
と
り
賊
さ
れ
て
し
ま
っ
入
れ
て
い
く
ζ
「
ポ
ょ
い
と
思
わ

た
お
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し
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と
い
う
気
持
ち
を
強
れ
ま
す
。
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